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家庭教育についての
相談はこちらまで。
お待ちしています。

人気の給食試食会に合わせて学びの場を作る
「小さい頃食べていた給食をもう一度食べたい。」
「わが子の給食の様子を見てみたい。」
給食試食会は、人気の家庭教育学級の１つです。安井幼稚園では、今年度から給食を子どもたちと

一緒に食べる給食参観・試食会を再開しました。今回は、４・５歳児対象、１０月は３歳児対象で行
います。加えて、給食を食べてから保護者の学びの場を設けています。
講話の途中に保護者同士が話をする機会があるため、受付ではペアになるくじを引きました。講話

動画は、URLで各園に配信されているので、それを利用しました。この動画は、子育て支援の一環と
して、大垣市保育者等研究推進委員会が企画して、他の園で行われた講演会を録画・編集したもので
す。講話終了がお迎えの時刻になるため、そのまま子どもと一緒に帰ります。幼稚園ならではの時間
の使い方ですね。

本日のメニューは、
沖縄料理。ゴーヤチャ
ンプルー、もずく汁、
紅芋コロッケ、パイ
ナップル、ご飯と牛乳。
ゴーヤは苦くなくて、
子どもも食べられまし
た。

保護者の給食の配膳は、
保護者会役員さんとボラン
ティアサークルの皆さんが
行いました。

安井幼稚園には、ボラン
ティアサークルのほか、年
４回のお茶会のお世話をす
るお茶会サークル、毎週水
曜日に絵本の整理や読み聞
かせをする絵本サークルが
があります。

みんなで手を合わせて「いただきます！」

お母さん同士、話して楽し
く話せたと思います。自分が
気持ちよく話せるのは、聞い
てくれる人がいるからだと今
日のお話から分かりました。
私も子どもの話をよく聞いて、
子どもがたくさん話せるよう
にしていきたいです。
〈保護者会会長の言葉より〉

相手が抱えているものを受け取
る、それが傾聴です。そして、承
認することで、子どもたちは夢や
目標に向かって走り出します。



当日参加できなかった保護者に
向けて、YouTubeで配信をしま
す。夏季休業には、「話そう！語
ろう！わが家の約束」運動として、
親子で情報モラルの約束を決めて
取り組みます。

ネットの世界はだ
まされる。付き合い
方を学び、だまされ
る確率を減らすこと。

生成AIの情報を鵜呑み
にしない。

私たちはネット社会に生きています。スマホやタブレットから、いつでも、どこでも、だれで
も簡単に情報を得たり、発信したりできます。自宅にいながらショッピングもできますし、映画
鑑賞もできます。友達とコミュニケーションをとるのも、電話でなく、SNSを利用することが多
くなってきました。その一方で、人を傷つけたり、傷付けられたりするトラブルが後を絶ちませ
んし、犯罪につながってしまう恐ろしさがあります。それは、子どもだけでなく、親も同様です。
小中学校では、子どもたちが安全に利用できるように、「情報モラル研修会」を開催していま

す。そうした機会に家庭教育学級を行うことで、親も学ぶことができます。

心や命のこと、進路
などの相談は、目の前
の人にしよう。

対象を全校生徒に加えて、保護者の方にもたく
さん参加していただけるように、今年は、研修会
場を中学校近くの輪之内町文化会館で行いました。

講師は、本通信のNo.2令和６年
5月２日発行で紹介させていただ
いた「県職員出前トーク」から
申し込みました。

子どもと一緒に親も学ぶ機会をつくる

親子情報モラル新聞作り
２年生は、情報機器との付き合い方や誹謗中傷

防止などについて親子で話し合い、新聞にまとめ
ます。優秀な作品は、表彰し、全校に広めます。

令和６年７月８日（月）１４：１５～１５：３０

大変暑い日になりま
した。熱中症対策のた
め、会場を体育館から
各教室に変更して、会
議室からの配信にしま
した。会議室には、各
学級の生徒代表と保護
者が集まりました。

家庭でのルール作り
１機器を（スマホ、ゲーム機）を
使う前にルールを決める。

２家族みんなで話し合い、ルール
を決める。

３定期的に、守ることができてい
るかチェックし、見直す。

足立 佑貴
課長補佐

中学生の１年間の授業時
間よりも多くの時間をスマ
ホ、PC、タブレットに使う
ことになる。その
時間で、何ができ
るようになりまし
たか？

早瀬 浩孝
課長補佐



バルーンショーの後、
保護者会の皆さんが集
まって、運動会で子ども
に渡すプレゼントを何に
するか相談をしていまし
た。仕事の休みをとった
時間を有効に使っていま
すね。園の先生もバールンショーに参加。色鮮やか

な風船の傘作りのお手伝いをしました。

「子どもたちを笑顔にしたい！」という願い

で、保護者会が企画しました。身体を使った歌遊びでは、
全園児と一緒に保護者も楽しみました。

講師は、TEAMパフォーマンスラボのナッキーさん。元気いっ
ぱい舞台で踊りながら、風船でニワトリ、タコ、さかななど、
次々と作品を作ります。
子どもたちは、ナッキーさんの手元でゆらゆらと揺れる風船を

見つめ、次は何になるかと興味津々でした。

みんなちがって、みんなで楽しむ
高須認定こども園では、日頃から生活の

中にある音を探したり、擬音語で表したり
して音に親しんできました。「音を楽しむ
会」は、言葉を拍手や足踏みの音で表した
り、手作り楽器を音楽に合わせて自由に演
奏したりして、楽しむ会です。

各組の発表の間に家庭教育学級を入れました。
司会・進行は、家庭教育学級長さん。遊びの内容は、「かたつむ

り」や「きらきら星」やアニメの曲に合わせて、親子で身体を使って
音を出したり、踊ったりする内容です。そこに正解というものはあり
ません。あるのは、音に合わせた親子のふれあいです。
簡単なことだけど、「自分たちで考えて楽しむこと」が根本にあり

ます。子どもたちと親さんたちは、自然と笑顔になりました。

子どもたちが空き
箱やペットボトルな
どを使って自分だけ
のオリジナル楽器を
作りました。

子どもたちが
音を楽しむこと
ができますよう
に。

保
護
者
会
の

役
員
さ
ん



おしゃべりサロン
「いっぽ」に遊びに来ませんか？

赤坂幼保園では、保護者会が主催する絵本サー
クルによる読み聞かせが行われています。この日
は、２人の保護者が５歳児２クラスに分かれ、大
型絵本も合わせて３、４冊の絵本を子どもたちに
読み聞かせました。何年も絵本サークルに所属し
ているので、子どもたちのつぶやきをとらえて質
問したり、一緒にせりふを読んだりして、子ども
たちの反応を見ながら読み進めます。子どもたち
は、絵本の世界に入り込み、楽しそうに聴いてい
ました。

月１回の日程は、サークル長さ
んが候補日をSNSにあげ、それに
会員が回答して都合のいい日に割
り振りをします。読み聞かせの日
が決まると、各自、対象年齢に合
わせて本を選び、読む練習をして
本番に臨みます。

引っ越しをしてきたとき、園の子どもの
様子を少しみることができるかなというの
が絵本サークルに入ったきっかけでした。
本は、自分の家にあるものや近くの図書

館の読み聞かせコーナーから借りてきます。
ネットで調べることもあります。借りてき
た本を自分の子どもに見せて、一緒に選ぶ
こともあります。
読み聞かせをした後、子どもたちが「あ

りがとう。」「また、来てね。」と寄って
きてくれるのはうれしいですね。

【絵本サークルの保護者】

〈読み聞かせのよさ〉
１ 安心感・親密感が増す
２ 感性豊かになる
３ 想像力を育てる
４ 語彙力を育てる
５ 集中力を育てる
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この日は大垣市の家庭教育担当者と家庭教育支援ス
タッフさん２名も参加し、大垣市教育委員会主催の「お
しゃべりサロン」の紹介をしました。特に、夏休みに子
どもたちが夏休みの宿題を学生ボランティアに見てもら
う間、保護者の方は別室で相談できる「夏休みサロン」
が人気です。



あとから幼児園
の先生も参加して、
園で使えるものを
いただきます。

モノもココロもシェアしましょ！
幼児期のお子さんの成長ははやいです。そのため、すぐに子どもに買った物が使えなくなること

があります。でも、そんなに傷んでいなかったり、それぞれに思い出があったりして、なかなか捨
てられないことがありませんか。
「思い出の服をだれかに着てもらえたらうれしい。」
「夏物の服がほしいけど、新しいのを買うとなるとちょっと経済的に厳しいな。」
そうしたニーズに応えた素敵なフェスタが南平野幼児園の遊戯室で開かれました。夏らしいポッ

プなBGMが流れる中、それぞれのブースに保護者が持ち寄った着られなくなった服や遊ばなくなっ
たおもちゃが並べられました。１０時から始まる「夏祭り」第二弾（前回風邪のために出席でき
なった園児のために保護者が開催）までの間、参加された保護者が、自分の子どもに合うものを探
します。
「これかわいい～。」「これもらってもいい？」「着て、着て～。」
あちこちから声が出ます。
「それ、沖縄に行ったときに買った服。涼しくていいよ。」
「この半ズボンをはいて、走る後ろ姿、かわいくて今でも覚えてる。」
思い出の品を前に、話も弾みます。小さい頃のことを思い出して、よけいにお子さんが愛おしく

なったかもしれません。いただく方も、これからお子さんが着る姿を想像して楽しくなったかもし
れません。

きっかけは、同い年の子をもつ役員の方との話。
「お下がりの服とかあるとうれしいけど、自分からほしいと
は言えないし。」

「お下がりの服なら家にあるよ。幼児園に着れなくなった服
やおもちゃを持ってきて、園で使ってもらうこともあるし。」

「じゃあ、いらなくなった物を持ち寄って、交換するような場を
作ればみんな喜ぶかも。」

そんな話から、この会がスタートしました。

交換後は、自然とおしゃべりの輪がで

きました。普段思っていても、なかなかお話
できないこと、聞きたいことなど、話題にな
りました。これも、この会の目的の１つです。

好評のため、夏バージョンに続き、

冬バージョンでの開催もお楽しみ会に

合わせて実施することになりました。そのと
きは、中央に机や椅子をおいて、参加者の皆
さんにゆっくりお話ししてもらうことを考え
ています。

【保護者会長さん】子
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関ケ原町

自転車通学でない生徒は約４０分歩きます。

関ケ原町は、学校の統廃合が行われ、現在１小学校１中学校です。自宅から学校までかなりの距離があり、徒
歩のほか、自転車、スクールバスで通学する児童生徒がいます。関ケ原町は交通の要衝であるため、国道２１号
線には多くのトラックが行き交います。一方で、少し離れると峠沿いの旧街道があり、昼間でも薄暗いところも
あります。そのため、保護者も子どもたちも通学の安全に気を遣っています。
子ども安全サポーターの皆様は、毎日の小学生の登下校の見守りを実施しています。それに加え、関ケ原町青

少年健全育成委員会は、年に２度、７月と１０月頃の６日間、中学生の下校の見守りを通学路の安全点検を兼ね
て実施しています。見守りをするメンバーは、下校時刻に合わせて学校に集まり、下校する地区を分担して、児
童生徒と一緒に帰ります。担当した地区の最後を見送った後、学校に再度集まって、子どもたちの様子や通学路
の危険個所を話し合います。こうした活動を通して、子どもたちと顔見知りとなり、地域の安心・安全が保たれ
ています。

地域に見守られる子どもたち
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子育て・家庭教育学級等のミニ情報 岐阜県精神保健福祉協会

講師料は無料
（交通費のみ）
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